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Results of the doctoral thesis screening 

博士論文審査結果 

 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

 伊藤 真利子 

 

論文題目
T i t l e

 Self-organization of reference structure and its effect on decision accuracy 

 

出願者は、人が意思決定をする際の意見参照ネットワークの自己組織化のプロセスと、その結果

生成される参照構造のもとでの集団の意思決定の正確さについて理論的な研究を行った。 

出願者は、本博士論文の研究テーマの背景を以下のようにまとめている。人は意思決定をする際

に、しばしば他者の意見（社会的情報）の影響を受けることが知られている。このような社会情報を

利用することによって、意見を集約した人は、集合知(collective intelligence)の効果を享受すること

ができる。例えば、参照先から収集した独立な意見の多数決によって意思決定を行えば、個人が自分

だけで判断するよりも正確な意思決定が行える。しかし一方で、集められた個々の判断が相互参照の

影響を受けて独立性が低い場合には、集合知の効果は大きく損ねられてしまう。さらに、多数の個体

の間で、順に意思決定が行われる場合には、先行する個体の誤った判断が、後続の個体の判断に影響

する誤情報カスケード (incorrect information cascade)がしばしば起こる。これらが示唆するのは、

より正確な意思決定を行うために、個人が社会情報に依存するようになればなるほど、個々の情報の

独立性が低下し、社会情報を利用するメリットが減少するというジレンマである。誤情報カスケード

に関する過去の実験的および理論的な研究では、あらかじめデザインされて固定された参照ネットワ

ークが用いられていたが、これでは上記のジレンマが如何に解消されるかという問いに答えることが

できない。 

そこで、出願者は以下のような動的なネットワークモデルを構築し、その挙動を調べることで上

記の問題に答えることを試みた。何度も異なる二択問題が与えられるような状況で、それぞれが意思

決定を行う個体の集団を考え、個人を頂点で、各個人の参照相手を有向枝で表したネットワークで集

団の状態を表現する。各個人が二択問題に対して単独で意志決定するとき正しい判断をする確率（能

力）は一定の分布に従ってばらつくとする。各個人は意見を参照できる相手を一定数持つ。参照先は

最初ランダムに与えられるが、それぞれの二択問題の正解が分かった後、各個体は参照先のその回を

含む過去の判断の正確さの評価を行い、評価値がある閾値を下回れば、その参照リンクを解消し、新

たな参照相手を集団からランダムに選ぶ。これを多数回繰り返すシミュレーションの結果生成される

参照ネットワーク構造の特性と、意思決定の正確さの集団平均について解析した。また、定常状態の

ネットワーク特性に関する解析的な理論解析も行った。 

出願者は、このモデルの網羅的なシミュレーションと理論解析により以下の結果を得た。（１）定

常状態においてフォロワー（その個体を参照している個体）数の分布は、初期状態に見られる一山の

ポアソン分布から指数分布に近づく。これは、各個人がより正確な意思決定を求めて参照リンクを適

応的につけ変えることにより、多数のフォロワーを得る少数の個体（オピニオンリーダー）が出現す

ることを表す。（２）参照リンク解消の閾値が低いほど（参照相手の評価基準が緩い集団であるほど）、

フォロワー数の定常分布の裾はより長く伸び、フォロワー数の不均一性が大きくなる。逆に参照相手

を厳しく評価して参照リンクを頻繁に付け替える集団では、顕著なオピニオンリーダーは出現しにく



い。（３）単独で正しい判断のできる能力の高い個体がより多くのフォロワーを得る傾向があるが、

能力の増加に対して平均フォロワー数は非線型的に急速に増加する。また、その加速度的増加の傾向

は、リンク解消の閾値が低い集団ほど強い。（４）定常状態のネットワークにおいては、問題に対す

る集団の平均正答率が初期状態に比べ上昇する。しかし同時に平均正答率の時間変動の程度も大きく

なる。これは、少数のオピニオンリーダーに参照先が集中するネットワークで、オピニオンリーダー

の誤判断が集団の平均正答率を大きく下げる情報カスケードを引き起こしやすいことを意味する。ま

た、出願者はシミュレーションだけではなく、個体が単独で正しく判断する能力と、その個体がフォ

ロアーを維持する平均時間との関係、および、フォロワー維持の平均時間と平均フォロワー数との関

係を解析的に導いており、それらの対応関係がシミュレーション結果をよく説明することを示した。 

 出願者のこれらの研究は、適応ネットワーク上の集合知の特性と情報カスケードとの関係を詳

細に明らかにした独創的な研究であり、集団内におけるヒトの意思決定の正確さを改善するための集

合知の有向な利用方法についての示唆を与える重要な貢献であると考えられる。以上の理由により、

審査委員会は、本論文が学位の授与に値すると判断した。 

 

 


